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高齢者の抑うつとその関連要因についての文献的考察

―ソーシャルサポート・ネットワークとの関連を中心に―
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　近年，欧米を中心に行われてきた調査研究の結果，ソーシャルサポートとネットワークが高齢

者の抑うつを予防あるいは緩和する効果をもつことが示唆されている。わが国ではこの問題に関

する研究が少なく，十分とはいえない状況である。本論文では，高齢者の抑うつに関する国内外

の文献を概観し，抑うつの評価方法とソーシャルサポートとネットワークの概念および測定方法

を整理したうえで，ソーシャルサポートを含めた諸要因と抑うつとの関連についての知見を概括

した。その結果，高齢者の抑うつは，ネットワークのサイズが小さいこと，期待できる，あるい

は受領した情緒的サポートが少ないこと，期待できる手段的サポートが少ないこと，他者へのサ

ポート提供が少ないことと関連する傾向が示された。一方，手段的サポートを多く受領している

ことは高い抑うつと関連していた。また，ソーシャルサポートが精神的健康を高める直接効果と

ストレスによる悪影響を和らげる緩衝効果については，両者を支持する結果が示されている。こ

れに加え，身体的健康，活動性（ADL: Activitiesof Daily Living, IADL: Instrurnental Activitiesof

Daily Living），収入や婚姻状態も高齢者の抑うつと関連していた。今後の課題として，わが国に

おいて高齢者の心身の健康状態を総括的に把握できる調査を継続的に実施していくことが不可欠

である。同時に，これらの調査結果をふまえた介入研究に取りくみ，高齢者の精神的健康を改

善・促進する方法を検討していくことが重要である。
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